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５．解答用紙には解答欄のほかに次の記入欄があります。
　　（１）受験番号欄
　　　　�『解答用紙①』および『解答用紙②』の 2枚ともに，　受験番号を受験番号欄の上欄に算用

数字で記入し，さらにその下のマーク欄にマークしてください。
　　（２）解答科目選択欄
　　　　①「英語」「数学」「国語」を解答される方
　　　　　�『解答用紙①』　の解答科目選択欄について，「解答をする」のマーク欄にマークするとと

もに，解答する科目を○で囲み，さらにその下のマーク欄にマークしてください。
　　　　②「理科」を解答される方
　　　　　�『解答用紙②』　の解答科目選択欄について，「解答をする」のマーク欄にマークするとと

もに，解答する科目を○で囲み，さらにその下のマーク欄にマークしてください。
　　※�受験番号および解答した科目が正しくマークされていない場合は，採点できないことがあり

ます。

６．記入したマークを訂正する場合は，プラスチック製消しゴムで完全に消し，改めてマーク
してください（消しくずを残さないこと）。

４．解答は全てマークセンス方式です。マークは黒鉛筆（シャープペンシル可）
で右の例のように正しくマークしてください。 マーク例

２．問題冊子は１部，解答用紙は 2枚です。なお，解答用紙は，「英語」「数学」「国語」用の『解
答用紙①』と「理科」用の『解答用紙②』の 2種類があります。解答用紙は，選考終了後に 2
枚とも提出いただきますので，2 枚ともに受験番号欄に記入およびマークしてください。

１．選考開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

７．解答用紙は折り曲げたり，汚したりしてはいけません。

８．解答用紙の※印欄はマークしてはいけません。

10．選考終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

９．問題冊子と解答用紙にページの落丁・乱丁および印刷の不鮮明な箇所や汚れなどがある場合は，
手を挙げて監督者に知らせてください。

※理科については，「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」から 2科目選択し，解答してくださ
い。解答する科目の順番は問いません。解答時間（60 分）の配分は自由です。

３．出題科目，ページおよび選択方法は，下表のとおりです。

出題科目 ページ 選択方法
英　　語 １ 〜 10

　解答科目は，選択できる
科目を受験票で確認のう
え，選択しなさい。

数学Ⅰ・Ａ 11 〜 14

理科※
物理基礎 15 〜 17
化学基礎 19 〜 22
生物基礎 23 〜 25

国　　語 国語 １〜国語12（うしろから始まります）
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（解答番号  ⑴   〜  �   ）

生物基礎

　　細胞に関する以下の問いに答えなさい。　　　（15点）  

問 1 �　細胞に関する次のア～オの記述のうち，正しいものには　　を，誤っているものには

　　を選びなさい。

ア　�イギリスのフックはコルクの切片を顕微鏡で観察し，コルクが多くの小部屋からできて

いることを見つけ，この小部屋を細胞と名づけた。� 　　　　

イ　核の内部にはRNAとタンパク質からなる染色体が存在している。� 　　　　

ウ　ミトコンドリアでは，酸素を用いて無機物からエネルギーを取り出す。� 　　　　

エ　�原形質流動とは，植物内のある組織に存在している物質が別の組織に運搬される現象で

ある。� 　　　　

　

オ　有色体や白色体は，植物細胞にみられ，動物細胞にはみられない構造体である。�　　　　

問 ２　以下に示す細胞の大きさについて最も適当な値を，下の解答群から選びなさい。

　ニワトリの卵（卵黄）の直径　　　　　

　ヒトの卵の直径　　　　　　　　　　　

　大腸菌の長径　　　　　　　　　　　　

　ヒトの肝細胞の長径　　　　　　　　　

　ヒトの赤血球の直径　　　　　　　　　

⑹～⑽の解答群

　　　0 .5μm	 　　2 .5μm	 　　 7μm	 　　12μm	 　　25μm

　　　75μm	 　　140μm	 　　300μm	 　　30 mm	 　　60 mm

 

Ⅰ
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⑴
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1 2 3 4 5

6 7 8 9 0
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　腎臓とそのはたらきに関する次の文章を読み，以下の問いに答えなさい。　　　（19点）

　ヒトの腎臓は横隔膜の下の　　　　に ２つ存在する。動脈から腎臓に入った血液は

　　　　から　　　　へこし出されて原尿となる。原尿に含まれている体内に必要な成分

は，　　　　から　　　　，そして　　　　を通る間に毛細血管に再吸収されて血液中に戻

る。また，原尿に含まれる水分もほとんどが再吸収されるため，再吸収されずに残った老廃

物は濃縮されて尿中に排泄される。

　ある健康なヒトの血しょう，原尿，尿に含まれる成分を調べたところ，下表のような結果

が得られた。ただし，イヌリンは血液中に注射したものであり，こし出された後は再吸収さ

れずに全て尿中に排泄される。
質量パーセント濃度（％）

成分 血しょう 原尿 尿

　　　　 0 .1 0 .1 0

　　　　 8 .0 0 0

尿素 0 .03 0 .03 2 .0

イヌリン 0 .01 0 .01 1 .2

問 １ 　文章中の空欄に最も適当なものを以下の解答群から選びなさい。

⑾の解答群	 　　腹側	 　　背側

⑿〜⒂の解答群	 　　ネフロン	 　　集合管	 　　ボーマンのう	 　　糸球体

	 　　腎う	 　　細尿管	 　　輸尿管　

問 2　表中の空欄　　　　，　　　　に最も適当なものを以下の解答群から選びなさい。

⒃，⒄の解答群	 　　尿酸	 　　ナトリウムイオン	　　塩化物イオン

	 　　グルコース	 　　タンパク質	 　　カルシウムイオン

	 　　クレアチニン	 　　カリウムイオン

問 3　尿素の濃縮率はいくらになるか。� 　　　　

　　　0 .015	 　　0 .10	 　　0 .15	 　　0 .66	 　　1 .00

　　　1 .50	 　　6 .60	 　　10 .0	 　　15 .0	 　　66 .7

問 4 �　 1 時間あたり 67 .5 mL の尿が生成された場合， 1 時間あたりに生成された原尿の量

はいくらになるか。最も適当な数値を下の解答群から選びなさい。ただし，同じものを

2度以上選んでも構わない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mL

⒆〜�の解答群	 　　 1  　　 2  　　 3 　　 4  　　 5  　　 6  　　 7  　　 8  　　 9  　　 0

Ⅱ

⑾

⑿ ⒀
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⒃

⒄

1 2

1 2 3 4

5 6 7

⒃ ⒄

1 2 3

4 5 6

7 8

⒅

1 2 3 4 5

6 7 8 9 0

⒆ ⒇ � �

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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　体液性免疫に関する次の文章を読み，以下の問いに答えなさい。　　　（16点）

　体液性免疫とは，異物を認識した　　　　によって反応が起こり，産生された　　　　に

よる免疫をいう。

　異物が体内に侵入すると，　　　　がそれを貪食し，　　　　で　　　　に異物の一部を提

示する。この提示をうけて活性化した　　　　は，同一の異物を直接認識した　　　　を活

性化する。その後，　　　　は　　　　に分化して　　　　を産生するようになる。

　　　　は特異的に異物に結合すると，　　　　による貪食が増強されて異物が効率的に体

内から排除される。一方，活性化された　　　　や　　　　の一部は，　　　　となって長

期間体内に残り，その後，同一の異物が侵入したときには強くすみやかに反応する。

問 1　文章中の空欄に最も適当なものを以下の解答群から選びなさい。

�，�，�の解答群

	 　　赤血球	 　　好中球	 　　NK細胞

	 　　樹状細胞	 　　ヘルパーT細胞	 　　キラーT細胞

	 　　形質細胞	 　　B細胞	 　　血小板

	 　　記憶細胞

�の解答群	 　　リゾチーム	 　　ディフェンシン	 　　トリプシン

	 　　抗体	 　　アルブミン	 　　抗原

�の解答群	 　　粘膜	 　　胸腺	 　　肝臓

	 　　リンパ管	 　　リンパ節	 　　骨髄

�～�の解答群	 　　赤血球	 　　好中球	 　　NK細胞

	 　　樹状細胞	 　　ヘルパーT細胞	 　　キラーT細胞

	 　　形質細胞	 　　B細胞	 　　血小板

	 　　記憶細胞

問 2　　　　　が関連する病気は何か。� 　　　　

　　　心筋梗塞	 　　Ⅱ型糖尿病	 　　アナフィラキシー	 　　脳梗塞

問 3　　　　　が関連しないものは何か。� 　　　　

　　　毒ヘビにかまれたときの血清療法

　　　結核のツベルクリン反応検査

　　　関節リウマチの治療

　　　はしかの予防
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1. 本書の一部あるいは全部について，発行者の許可を得ずに，無断で複写・転写することは
　禁じられています。

2. 本書の内容に誤り・誤字脱字などございましたら，ご連絡いただけると幸いです。
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